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れる．2～5章では伝統的な構造有機化
学に分類される， 分子ひずみ・立体化
学・芳香族性・イオン種と酸塩基などが
章ごとに解説されており，さまざまな概
念や用語については一般の研究者でも再
確認させられるものが多々あるであろ
う．評者のかかわってきた共役系の分野
でいえば，近年注目されるようになった
特殊な芳香族性である ö 芳香族
性， 励起状態の芳香族性 （ 芳香族
性）， 面内芳香族性， 三次元芳香族性な
どの概念と理論が実例を示して解説され
ているのが嬉しい．さらに， 6章では高
周期典型元素の化学の最近の研究成果を
紹介し，これまで単離できないとされて
きたヘテロ原子を含む共役系や芳香族化
合物の性質や構造についてまとめてい
る．読者はこの分野の発展に目を見張る
ことになると思われる．
本書の後半は分子のもつ機能 （物性）
に焦点が当たる．7章では， 本来閉殻構
造をもつはずの有機分子がどのように電
気伝導を担う荷電種を固体内で生成する
のか，理論的背景を伝導度の実測方法な
ども併せて解説している．8章では， 高
反応種としてのラジカルを説明した後，
これまで研究されてきた安定ラジカル，
ジラジカルの分子構造を示し，つづいて
分子内そして分子間のスピン間相互作用
について理論的に解説し，最後に分子磁
性体への挑戦をまとめている．9章は， 

有機化合物の光励起状態について解説し
ており， これまでの構造有機化学を解説
した書籍ではあまり見られない本書に特
徴的な章である．分子の励起状態に対す
る理解は有機太陽電池などの機能性分子
の設計においてきわめて重要である．有
機発光材料は分子センサーや有機 な
どへ応用されており， ここでも励起分子
に対する十分な理解が研究者にとっては
必須である．10章は超分子化学を扱っ
ており，最終節には近年ノーベル賞の対
象となった分子機械の作動機構について
詳しく解説されている．11章は分子セ
ンサーやディスプレーへの応用が進んで
いる，光・熱・電子など外部刺激に応答
する色素分子が解説される．最後の12

章では一分子計測の概念を示し， 分子の
集合体としての物性との違いを解説して
いる．一分子の性質を直接捉えることは
分子を研究する化学者においては究極の
夢であるとともに，電子デバイスを高密
度化するためには必須の技術ある．その
意味で，この章で示された内容への理解
は構造有機化学の未来を考えるために不
可欠なものである．
本書は有機化学を学ぶ学部・大学院の
学生の教科書として適当であるばかりで
はなく，有機物の機能探索をする研究者
の参考書としても手元に置いておくべき
一冊として推薦する．

 （兵庫県立大学　川瀬 毅）

評者の年代では， 『クラム有機化学』 の
裏表紙に示されていた特異な構造をもつ
有機化合物を合成することが若手研究者
の夢だった．それら「夢の化合物」の構
築には新たな合成手法が必要であり，そ
の物性の検討から有機化学の課題が解決
されるとともに， 新たな課題が誘起され
るであろうという著者らの深い洞察が
あった．評者はその学問的な位置付けを
勉強することで，構造有機化学という分
野を捉えていった．現在の構造有機化学
は，そのような有機化学者のロマンを超
えて，有機化学の基礎を支える重要な位
置を占めるに至っている．本書は， 構造
有機化学と互いに刺激しながら発展して
きた機能有機化学の基礎と現在位置を同
時に理解できる，読者にとって非常に贅
沢な内容の本である．基礎としては，芳
香族性におけるデヒドロアヌレン，有機
伝導体における F– 錯体やホス
ト–ゲスト化学におけるクラウンエーテ
ルなど， マイルストーンとなった分子を
例に知っておくべき基本的な概念を丁寧
に説明している．また現在位置としては，
執筆者に第一線の研究者をそろえて，各
分野の発展に伴う新しい成果がふんだん
に提供されている点が特長である．

1章は最初に化学結合の量子化学的な
取扱いをわかりやすく説明しながらπ共
役へ展開し，分子の機能において重要と
なる分子間相互作用の概念に自然に導か

有機化合物の構造がもたらす物性を理論的に解説

構造有機化学
基礎から物性へのアプローチまで
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